

























































































































王統 (1187 〜 1260 年 )［注 10］からである。続いてその
子英祖王統 (1260 〜 1350)［注 11］の時代に那覇周辺諸島
勢力の入貢など勢力を周辺に拡大していった様子がうかが































































1264 久米・慶良間・伊平屋諸島が英祖王に入貢 ( にゅうこう )
1266 大島諸島が英祖王に入貢
1273 癸酉年
1321 奥間大親 ( うふやあ ) の子として察度が生まれる
1333 癸酉年 この頃察度が日本商船から鉄を買う
1350 察度が中山王に即位
14 世紀後半～15 世紀前半 浦添グスクが大規模になる
14 世紀後半～15 世紀前半 浦添ようどれの石垣が造営される




















1671 浦添間切を分割して宜野湾間切が新設される (＊間切り : 琉球の行政区分 )
1759 尚寧王妃・阿応理恵 ( あおりやえ ) の遺骨が浦添ようどれに移される
1768 清明の節に国王が玉陵 ( たまうどん ) と浦添ようどれに参詣
1768 大地震で浦添ようどれの石垣が所々崩壊
1872 このころ浦添ようどれ西室の「殉死ノ者共」の骨が厨子に納められる
1905 伊波普猷 ( いはふゆう ) が「浦添考」を発表
1243 頃 長崎の人々が宋に渡る途中で琉球に漂着
1392 このころ福建の人達が琉球に帰化
1406 尚巴志の父・思紹 ( ししょう ) が中山王に即位
1416 尚巴志が北山を滅ぼす
1422 尚巴志が中山王に即位



































































































































































































































































































るいは風土的条件を考えればこのようになる、あるいは空図 15. 本殿軸組の 3DCG( 制作 : 名古屋市立大学芸術工
学部建築都市デザイン学科 4 年磯貝実祐 )
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注 3. 當眞嗣一 : 琉球グスク研究、琉球書房、2012。






































の王の即位で構成される。舜天 (1187 〜 1237 年 )、舜馬順
熙 (1238-1248 年 )、義本 (1249-1259 年 )。
注 11. 英祖王統は次の王の即位で構成される。英祖 (1260-
1299)、大成 (1300-1308)、英慈 (1309-1313)、玉城 (1314-1336)、
西威 (1337-1349)。







注 13. 注 10. 安里進 : 琉球の王権とグスク、山川出版社、
2013。
注 14. 注 7 の書、p37、p94。




















は、首里城が 200 人規模とすれば 100 人ぐらいが城詰めで
あったであろうか。
当時の中国船が寄港できる港は那覇 ( 現在の泊港 ) であ
ろうし、首里・浦添に至る道が残されているので那覇と浦
添の往来が盛んであったことがわかる。
注 16. 田辺泰 : 琉球建築、座右宝刊行会、1972。
注 17. 旧首里城の図面は次のとおり。
首里城正殿図面集 ( 昭和初年実測 )、沖縄県立図書館。
現在の復元された首里城の図面は、海洋博物館記念公園管
理財団 : 琉球王府首里城、ぎょうせい、1993。による。本
報の想像復元では後者の文献を参照した。
注 18. 重要伝統的建造物群保存地区である福井県加賀市橋
立地区および新潟県佐渡市宿根木地区の民家。
注 19. 滋賀県高島市などの湖西地方の民家。
